
第２号議案

生出地区地域交通試験運行Ⅰ事業
の実施について

生出地区
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４ 今後のスケジュール
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生出地区

１ 生出地区の概要

公共交通ネットワーク図

秋保地区

坪沼地区
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１ 生出地区の概要

凡例

生出地区の範囲

バス路線

バス停

特に課題認識の
高いエリア

【課題認識】
〇路線バスのサービスレベルが低いエリア
〇丘陵地形により移動が難儀、バス停まで
の距離が遠いため、路線バスが利用しづ
らいエリア

【課題認識】
〇丘陵地形により移動が難儀、バ
ス停までの距離が遠いため、路
線バスが利用しづらいエリア

【課題認識】
〇バス停までの距離が遠いため、
路線バスが利用しづらいエリア
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２ 生出地区交通検討会の検討経過
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令和3年2月１０日 生出地区交通検討会発足

令和4年8月１６日 事業計画策定

・生出学区連合町内会の町内会長等で構成
・毎月1回程度、計12回の検討会を実施

平成27年～平成31年 「まちづくり支援専門家派遣制度」を活用

・生出地区の交通課題解決に向けた検討
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事業計画の概要①

３ 事業計画の概要（事業計画書（案）抜粋）
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事業の名称 生出地区地域交通試験運行Ⅰ事業

運 営 主 体

名 称 生出地区交通検討会

所 在 地 仙台市太白区

代 表 者 会長 山田 勝三郎

説 明

生出地区交通検討会は、地域の8町内会が中心となって、乗合タクシー事業の運
営のために設立した団体である、
定期的に役員が集まり、試験運行の実施や利用促進企画等について検討を行って
いる。

運行事業者

名 称 ＫＭ仙台タクシー株式会社

所 在 地 仙台市太白区茂庭字人来田西143-17

代 表 者 代表取締役 佐々木 昌二



事業の概要

運 行 形 態 乗合タクシー (区域運行型)

運 行 開 始 令和４年10月３日（令和５年３月31日まで）

事 業 許 可 道路運送法 第４条

使 用 車 両
小型乗用車(セダン 定員5名) 1台（常用車）
小型乗用車(セダン 定員5名) 3台（予備車）

運 行 日

・ 回 数

平日のみ ７回/日
※12/31～1/3、予約がない場合は運休

利 用 人 数 420人（見込み）

運 賃 設 定
一般 200円／500円／1,000円
７０歳以上、障害者等 100円／100円／200円
回数券 1,000円／10枚（一般、７０歳以上・障害者等共通）

事業計画の概要②
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乗降ポイント 

 

乗降ポイント 

運賃 同一エリア内 隣接するエリア間
赤石エリア
⇔人来田エリア

一般 200円 500円 1,000円

70歳以上・障害者等 100円 100円 200円

便 運行時刻

１ 7:30～8:00

２ 9:30～10:00

３ 11:30～12:00

４ 12:30～13:00

５ 13:30～14:00

６ 14:30～15:00

７ 15:30～16:00

時刻表

運賃
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事業計画の概要③

 乗降ポイント 



収支計画①（収入）

10

１日あたり3.2人
うち70歳未満は0.8人/日

70歳以上は2.4人/日

１月あたり70人
うち70歳未満は18人/月

70歳以上は52人/月



＜参考＞利用人数の見込み
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「買い物」「通院」を目的とした移動で、移動手段を「タクシー」「家族等
の送迎」と回答した方

令和２年度に実施した移動実態調査（生出地区に住民票を置く全世帯を対象）の結果
をもとに利用人数を推計（算定）

×
転換率（他の移動手段→地域交通を利用）を10％（少なめ＝安全側）に設定
※秋保地区の試験運行Ⅰの転換率（実績）は、約15％

×
外出の頻度（例①：商業施設への買い物→地区内は週２回、地区外は週１回

例②：医療施設への通院 →地区内外ともに月１回）

利用人数の見込み

※年齢区分（70歳未満、70歳以上）、地域区分（町内会ごと）に算定することで、
運賃区分に応じた利用人数（見込み）を算定



収支計画②（支出）
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※目標収支率
試験運行Ⅰ ・・・５％
実証運行、本格運行 ・・・ 10%



＜参考＞運行本数の想定

13

市内でセミデマンド型の地域交通を運行している「新川地区」「坪沼地区」の稼働率
を参考に運行本数を想定

※稼働率：予約を受けて実際に運行した便数÷全て運行した場合の便数

稼働率は４０％（多め、安全側）に設定
※１ 「新川地区」の令和３年度の稼働率（実績）は、約３７％
※２ 「坪沼地区」の令和３年度の稼働率（実績）は、約３０％

運行本数の想定



事前協議の経過

８月１６日 道路管理者（太白区道路課） 事前協議 支障なし

８月１６日 交通管理者（宮城県警察本部交通規制課） 事前協議 支障なし

８月１７日 宮城県タクシー協会 事前協議 支障なし

８月１８日 国土交通省東北運輸局宮城運輸支局 事前協議 支障なし

８月２２日 宮城交通株式会社 事前協議 支障なし

８月23日 仙台市交通局 事前協議 支障なし
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仙台市地域公共交通会議における協議（本日）

合意
地域公共交通会議の会長による
「協議が調っていることの証明書」の交付

運行事業者（ＫＭ仙台タクシー株式会社）から
東北運輸局へ乗合運送許可申請書を提出

生出地区交通検討会でチラシを作成
生出地区の全戸へ配布

運行開始（令和4年１０月３日）

周知
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４ 今後のスケジュール


